
（別紙３）

～ R7年２月７日

（対象者数） 18 （回答者数） 8

～ R7年２月７日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・家庭生活の中でも取り入れることが出来そうな遊具や遊び
の提案を行っていく。

2

・集団活動においても子ども一人一人の発達や行動の振り返
りを行い、個々の次の課題に繋げられるようにしていく。
・集団場面に慣れ、保育園での活動にもスムーズに移行でき
るよう集団活動の内容を工夫し、園との連携を充実させてい
く。

3

・引き続き関係機関との連携を図り、子どもの支援状況や課
題について情報共有をしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・具体的に保護者が求める情報や保護者同士の交流の仕方な
ど検討していく。

2

・利用可能なアセスメントツールについて事業所内で検討し
ていく。
・アセスメントの研修に参加する。

3

・標準化したアセスメントツールを使用していない。 ・必要性は感じているが、利用可能なアセスメントツールにつ
いて事業所内で検討できていない。

・多職種（保育士・作業療法士・理学療法士・看護師）の職員
が直接支援している。
・施設内に発達相談ができる小児科外来が併設されている
・地域の関係機関と連携体制がある。

・医療的ケア児や身体障害児も受け入れている。
・事業所の看護師が小児科外来に出ており、スムーズに医療に
繋げられるようにしている。
・発達支援センターや保育園、進学する学校などと連携して支
援している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・家族に対して支援が不足している。 ・事業所で、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・
トレーニング等)を設けられていない。
・保護者会を開催しているが、保護者同士の繋がる機会が少な
い。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・施設内に運動発達の支援を行える設備を持っており、粗大運
動の発達や体力の向上を図っている。
・微細運動に対しては作業療法士が個別に机上課題を設定し実
施している。

・遊びながら運動を楽しめるように支援をしている。いろいろ
な種類の運動遊具を導入している。
・子どもの好きなおもちゃや教材などを活用して楽しく課題に
取り組めるよう準備している。

・子どもの特性や発達状態に応じた小集団での支援を積極的に
行っている。

・年齢や発達状態に応じた小集団グループに分けて、グループ
によって、ねらいや課題を設定している。
・集団に慣れること、見通しを持ったりルールや手順を理解す
ること、また友達と関わることなどを楽しみながら経験を増や
していく支援を行っている。

○従業者評価実施期間 R7年１月２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年2月20日

○事業所名 　ネクストステップ(児童発達支援）

○保護者評価実施期間 R７年１月２１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


